
◆収益的収入及び支出（税抜） ◆資本的収入及び支出（税込）

金額（千円） 構成比 金額（千円） 構成比

水 道 料 金 1,639,020 89% 固 定 資 産 売 却 代 金 0 0%

その他の収益 4,322 0% 負 担 金 3,324 3%

206,630 11% 加 入 金 104,870 90%

1,849,972 国 庫 補 助 金 8,158 7%

0 0% 投 資 有 価 証 券 償 還 金 0 0%

1,849,972 100% 116,352 100%

人 件 費 87,517 5% 建 設 改 良 費 1,306,269 94%

受 水 費 616,077 37% 企 業 債 償 還 金 84,898 6%

委 託 料 254,780 15% 投 資 0 0%

修 繕 費 132,316 8% 資　本　的　支　出（B) 1,391,167 100%

動 力 費 32,765 2% 差 引 △ 1,274,815

減 価 償 却 費 479,818 29%
当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額

101,812

その他の経費 60,633 3% 減 債 積 立 金
及 び 建 設 改 良 積 立 金 316,694

12,397 1% 当・過年度分損益勘定留保資金 856,309

1,676,303 補てん財源　計 1,274,815

0 0% ◆貸借対照表

1,676,303 100%

経常利益　（A）－（B） 173,669 有 形 固 定 資 産

純利益　（C)－（D) 173,669 無 形 固 定 資 産

供給単価 140.71円 投 資

給水原価 130.37円 流 動 資 産

（うち、現金預金）
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項 目

業 務 量

給 水 人 口 90,343人

給 水 戸 数 45,180戸

総 配 水 量 12,897,986㎥

特 別 利 益

事　業　収　益　（C）

総 有 収 水 量 11,648,138㎥

1 人 1 日 平 均 使 用 水 量 391ℓ
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項 目 金額（千円）
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33,668

1,200,000

1,731,118
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660,562
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11,783,812

令和3年度 東松山市水道事業決算の概要



令和３年度東松山市水道事業報告書 

１ 概  況 

(1) 総括事項 

（業務の状況） 

令和３年度末における給水人口は９万３４３人で前年度に比べ９４人（０．１％）の増加となり、給水戸数は４

万５，１８０戸で前年度に比べ７３３戸（１．６％）の増加となりました。 

年間総配水量は１，２８９万７，９８６㎥で、前年度に比べ１１万２,０９２㎥（０．９％）の増加となりまし

た。年間総配水量の内訳は県水が９９７万２，１１１㎥、市水が２９２万５，８７５㎥となりました。 

年間総有収水量は１，１６４万８，１３８㎥で、前年度に比べ１２万４，６８０㎥（１．１％）の増加となりま

した。 

（建設改良事業の状況） 

配水管網整備のため、神明町一丁目地内ほか市内４ヶ所において配水管等を新たに布設し、老朽管の更新工事等

を市内９ヶ所で行いました。この結果、令和３年度末における導・送水及び配水管の総延長は３５万１，５５９ｍ、

消火栓は１，１３２基となりました。その他、唐子浄水場の浸水対策工事や配水場計装設備の更新を行いました。 

（経理の状況） 

・収益的収入及び支出（税抜） 

収益的収入は、１８億４，９９７万２，０８２円で、前年度に比べ１，９７２万６６１円（１．１％）の増加と

なりました。主なものは給水収益で、１６億３，９０１万９，７００円となり、収入に占める割合は８８．６％と

なりました。 

収益的支出は、１６億７，６３０万３,２８３円で、前年度に比べ２，００６万３，８５２円（１．２％）の減少

となりました。主なものは、受水費が６億１，６０７万７,０２３円で、支出に占める割合は３６．８％となり、そ

の他の支出は委託料、職員人件費、動力費、企業債利息、減価償却費などです。 

この結果、当期の純利益は１億７，３６６万８，７９９円となりました。 

・資本的収入及び支出（税込） 

資本的収入は１億１，６３５万１，８６９円で、主なものは加入金の１億４８７万１５０円や国庫補助金８１５

万８，０００円などです。 

資本的支出は１３億９，１１６万７，４１０円で、主なものは建設改良費の１３億６２６万９，６３３円で、配

水管の布設や施設の更新などを行ったものです。 

資本的収入額が資本的支出額に不足する額１２億７，４８１万５，５４１円は、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１億１８１万１，７１１円、過年度分損益勘定留保資金 ３億７，１５４万４,０８７円、現年度

分損益勘定留保資金４億８，４７６万４,７７４円、減債積立金８，４８９万７，７７７円、建設改良積立金２億３，

１７９万７，１９２円で補てんいたしました。 

 

(2) 経営指標に関する事項 

令和３年度決算における経営指標について、経常収支比率は１１０．４％（前年度比１．４ポイント増）、料金回

収率は１０７．９％（前年度比１．１ポイント増）、有形固定資産減価償却率は４７．２％（前年度比０．５ポイン

ト減）、管路経年化率は２２．７％（前年度比２．１ポイント増）、管路更新率は０．６％（前年度比０．２ポイン

ト減）となりました調整場計装設備の更新を行いました。 

また、上下水道庁舎建設工事に着手しました。 


